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概要

本研究は 2つの内容を扱っている。一つは 2つ以上の
テンポを特定の構造で用いた音楽を創造する試みにつ
いて、もう一つはそのような音楽作品の聴衆や実演家
にとっての実現可能性について扱う。
その背景には、現代の「音楽のリズム」の多くは 4

拍子、3拍子といった共通の拍子が支配的であり、こ
れは音楽理論やMIDI/DTMといった現在の楽曲制作環
境が理論と環境の両面に於いて西洋音楽における“楽譜
”の影響から離れていないからではないかと推測する。
しかし 21世紀初頭にアフリカ系アメリカ人ミュージ
シャンらによって、意図的にリズムに“揺らぎ”や“訛り
”といった要素が持ち込まれた。この事は将来リズムと
いう観点で音楽を捉えた時に一つの分節点になり、西
洋音楽における脱調性、ジャズにおけるモードの登場
などと並ぶ大きな出来事として捉えられると筆者は考
える。
そうした背景からこの研究ではリズムに着目してい

る、なぜなら音楽のリズムは「楽譜では捉えきれない多
様性」を持っており、今後の音楽の視聴体験を更新する
可能性があると考えられるからだ。また現代において
音というメディウムを扱うにあたって、テクノロジー
との関係並びに身体との関係を無視することはできな
い。本研究では、リズムの多様性を考察し、コンピュー
ター/アルゴリズムといった方法やメソッドから、次の
時代の「音楽と身体」における可能性を探求するもの
である。

1. 序論

ジャズを含むポピュラー音楽における 20世紀の 100
年を考え、その時代を表わすときに「20世紀は、アメリ
カ合衆国南部で生まれた音楽が、さまざまに形を変えな
がら世界中に伝播してった 100年だった (村井 2017)」

と言えるだろう。その発展には、その初期にはシート
ミュージックから始まりラジオの発明、レコード及び
マスメディアによって拡散されていったということは
言うまでもないが、なぜその音楽のリズムの多くに 4
拍子、または 3拍子という共通の拍子が支配的なのだ
ろうか。筆者はその理由にクラシック音楽から継承さ
れ現代に於いても「作曲者と演奏者を結ぶプロトコル
としての楽譜」という音楽を記述する為のシステムが、
バークリーシステム等の音楽理論や現代の音楽制作環
境に対して強く影響を与えているからだと考えている。
その一方で、多くの現代音楽やフリージャズ、ノイ

ズ・ミュージック、エレクトロニカといった既存のリ
ズムのフォームから離れる試みも多く行なわれている。
しかし、その多くは近代のポピュラー音楽で部分的に
要素として含まれることはあってもリズムのフォーム
を変更または更新するものではなかった。
そこで「ポリリズム/クロスリズム性」「リズムにお

ける揺らぎや訛り」といった、21世紀に前後から近代
におけるジャズでのリズムのアプローチに着目し、そ
の方法を拡大することで 20世紀の音楽に対しての批
評的試みとし、その手法として「多層時間構造による
音楽」を考案した。その実例としての作品 ”Music for
multilayered temporal structures(大和 2017a)”という
作品郡を作曲し、また実際に実演可能性があるかを問
う為にジャズ・ミュージシャンによる実演を試み、そ
れを記録した。

1.1. 本研究であつかう範囲

本研究は、序論で述べた通り「今後のリズムのアプ
ローチの可能性」から現在のポピュラー音楽のリズム
のフォームや、記譜や DTMといった制作環境などに
対しての批評的な視点を提示していく。なぜそのよう
な批評的試みを必要とするか、ということについては
ユヴァルノアハラリは「サピエンス全史」の中で次の
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ように述べている。

『中世の文化が騎士道とキリスト教との折り合いを
つけられなかったのとちょうど同じように、現代の世
界は、自由と平等との折り合いをつけられずにいる。
だが、これは欠陥ではない。このような矛盾はあらゆ
る人間文化につきものの、不可分の要素なのだ。それ
どころか、それは文化の原動力であり、私たちの種の
創造性と活力の根源でもある。対立する二つの音が同
時に演奏されたときに楽曲が嫌でも進展する場合があ
るのと同じで、思考や概念や価値観の不協和音が起こ
ると、私たちは考え、再評価し、批判することを余儀
なくされる。調和ばかりでは、はっとさせられること
がない。緊張や対立、解決不能のジレンマがどの文化
にとってもスパイスの役割を果たすとしたら、どの文
化に属する人間も必ず、矛盾する信念を抱き、相容れ
ない価値観に引き裂かれることになる。これはどの文
化にとっても本質的な特徴なので、「認知的不協和」と
いう呼び名さえついている。認知的不協和は人間の心
の欠陥と考えられることが多い。だが、じつは必須の
長所なのだ。矛盾する信念や価値観を持てなかったと
したら人類の文化を打ち立てて維持することはおそら
く不可能だっただろう。 (ハラリ 2016)』

ここでハラリが述べている「不協和音」というのは
もちろん音楽上の不協和音のことではなく、比喩であ
ることは明らかだ。だが、図 1(村井 2017)に示される
ようにジャズの起源の一つであり今日のポピュラー音
楽に大きな影響を与えたブルース音楽が生れる契機に
もなった、クレオール文化の中のアフリカ音楽とイス
ラム起源のアイルランド音楽の衝突も、ハラリの言う
「人類が文化を打ち立てる為の認知的不協和」であると
言える。またそのような認知的不協和が今日まで様々
な形で起り、ポピュラー音楽として文化を維持、発展
させていると考えるのが妥当だろう。

また、ハラリの言う不協和から調和への動きを「リ
ズムへのアプローチ」で行い、視聴者、演奏者、作曲
者に再評価や批判、批評を起し、それらよって「リズ
ムを使った認知的不協和」生み、音楽という文化を先
に進めることに貢献することがこの研究の目的だ。

それにあたり、本研究とその過程で制作された作品
は基本的にポピュラー音楽のコンテキストの上で語ら
れることになる。具体的にはポピュラー音楽の基盤と
なったバークリー理論の発達と、その理論の世界的普
及の契機となったリードシートによる記譜を元にした
ジャズを基盤とした作品制作を通じ、リズムへのアプ
ローチの提示、記譜方法、実演可能性といったことを
述べていく。

図 1: 村井康司. 2017. 『あなたの聴き方を変えるジャ
ズ史』p17の図

2. 多層時間構造による音楽

「多層時間構造による音楽」とは、大きく次の二つ
の要素で定義される。

1. 異ったテンポのライン (メロディーやリズム、器
楽パート)が同時に流れること

2. 1の異ったテンポのラインが「定期的にある小節
の先頭の拍で揃う」こと

端的に言ってしまえば「異った BPMの n拍 4拍子
の複層で作られた音楽」ということになるが、所謂無
作為なマルチ BPMやフリーテンポとは違い、ある周
期で拍が揃うのが特徴だ。

図 2: 4拍 4拍子の共通拍から 5拍 4拍子を作る

図 2は、4拍 4拍子と 5拍 4拍子の複層の場合の 5
拍 4拍子の考え方を示している。まず 4拍 4拍子 (つ
まり通常の 4/4拍子)の 1拍の長さを元に 5拍分の長
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さを取る。それをその長さのまま 4拍化 (つまり 5拍
4連と同義になる)する。その時、小節線を共有するこ
となくどちらも 4拍子として扱うことでテンポの違う
4拍 4拍子が複層する。さらにそれぞれの 4拍 4拍子
は元はそれぞれが 4拍と 5拍の長さであり、1拍の長
さを共有してることから、4拍 4拍子側の 20拍目にあ
たる 5小節目の 4拍目の次の小節の頭拍 (21拍目)と、
5拍 4拍子側の 16拍目にあたる次の小節の頭拍 (17拍
目)で拍の打点が揃うことになる。これは単順な最小
公倍数ではあるが、双方の n拍 4拍子はその間の小節
の頭では拍は揃わず、最小で 16分のずれこみを起しな
がら周回することになる。
このようなシンプルな方法を使って n拍 4拍子を複

層しているのが「多層時間構造による音楽」の基本的
な考え方だ。

2.1. 「多層時間構造による音楽」における記譜

「多層時間構造による音楽」における記譜については
「可変拍表記」「固定拍表記」という表記を持ちいている。
以下、それぞれについて作品 ”Music for multilayered
temporal structures” に含まれる楽曲を元に解説する。
以下の図 3は、同作品に含まれる ”Etude #1”という楽
曲の Drumパートにあたる。
図 3の譜例は上 2段で 4拍 4拍子と 5拍 4拍子の複

層の「可変拍表記」の譜面が示されている。可変拍表
記の特徴は、この譜面の場合 n拍 4拍子の複層となる
ので、4拍 4拍子と 5拍 4拍子とでは小節線が共有さ
れずフレーズが周り込んでいく。また 5拍 4拍子側は
所謂「5拍 4連」と同等なのだが、通常の連符音価で
は「小節線が周りこみ、基礎となる拍の長さが違って
いる」という n拍 4拍子のコンセプトを示すことが出
来ないので連符記号で「4:5」の様に示し、それぞれの
4拍子の音価に表記の上で揃えている。
それに対して同譜例の 3段目にある「Fixed Score」

と指示されている部分が「固定拍表記」にあたる。こ
れは上 2段の「可変拍表記」を小節線の揃った形 (ここ
では 4拍 4拍子)に纏めたもので、所謂一般的な譜面
の書式にあたる。
また同作品に含まれる ”Etude #3”では次のような図

4のような表記をする必要がある。
”Etude #3” は、3拍 4拍子、4拍 4拍子、5拍 4拍

子の 3層で作曲されている。これはその「可変拍表記」
の例だが、3拍 4拍子 (譜例 1段目)と 5拍 4拍子 (譜
例 3段目)は先の ”Etude #1”と同様にそれぞれ 5小節、
3小節で小節の終端が揃う。それに対して 4拍 4拍子
(譜例 2段目)は小節線の途中で次の段に折り返す必要
性が出てくる。
この様に本来譜面の一般的な書式では読譜上、禁則

として扱われる記譜が必要となることが「多層時間構

造」を持つ音楽の一つの特徴であり。それが譜面とい
う「演奏可能性を担保するシステム」や「楽曲制作に
関する環境そのもの」に対しての問題意識を生み、同
時にリズムから生れる「多様性を持った新しい音楽体
験的特徴」にも繋がる。

2.2. 「多層時間構造による音楽」におけるリズム

次に「多層時間構造による音楽」におけるリズムに
ついて解説する。先に述べた「n拍 4拍子の複層が小
節の頭拍地点で揃う」拍N は、それぞれの n拍の最小
公倍数 LCM に 1を足した拍がそれにあたる。次に最
小公倍数 LCM を n拍で割りることで小節数 barsを
計算できる。さらに小節数 barsに 4を掛けることで各
n拍 4拍子が頭拍で揃うまでの 4分音符の数 beatsが
解る (8を掛ければ 8分音符の数が解る)。上記は以下
の簡単な数式で示すことが出来る。

beats = LCM ÷ n× 4

求められた beatsで LCM を割ることで各 n拍 4拍
子の一拍の長さ lengthが計算できる。

length = LCM ÷ beats

これに beatsの 1から最大値 mまでを掛けること
で各拍の位置 pを LCM から計算できる。

(p1, p2 . . . , pm) = length×(beats1, beats2 . . . , beatsm)

その値を相対化し各 n拍 4拍子を比較することが各
n拍 4拍子の共通の拍を求めることができる。実際の
比較には初期はグラフ用紙を持ちいた手計算を行い、
後に openFrameworks上で実装したプログラムを利用
した。その比較から得られた共通の打点を作曲上のリ
ズムのモチーフとして使っている。使用したプログラ
ム”4by5(大和 2017b)”及び”3by4by5(大和 2017c)”は筆
者の GitHub上のレポジトリにて公開されている。
具体例として ”Etude #1” ”Etude #2” の「4 拍 4 拍

子」「5拍 4拍子」で使ったリズムのモチーフを図 5に
示す。”Etude #1” ”Etude #2”ではリズムのモチーフは
8分音符で比較された共通の拍を用いられている。緑
で示されるのが共通の打点にあたるが、その拍だけを
使った場合 4拍 4拍子側のグルーブが失われてしまう
ため、4拍 4拍子の頭拍もリズムのモチーフに加え 4
拍 4拍子と 5拍 4拍子の複層を表現している。またこ
の打点を「可変拍表記」で記譜したものを図 6に示す。
つぎに ”Etude #3”での「3拍 4拍子」「4拍 4拍子」

「5拍 4拍子」の 3層の楽曲で使ったリズムのモチーフ
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図 3: Etude #1 INTRO部の Drumパート

図を図 7にて示す。実際の楽曲では「4拍 4拍子」は
作曲の意図上、共通の打点は使っていない。
この共通の拍をリズムのモチーフに使うという手法

は、各 n拍 4拍子間の関係を作り、それによって演奏に
際して構造的な理解をすることが可能になり、それぞ
れのリズムのパルスを各奏者自身によって生むことが
出来る。図 8で、作品 ”Music for multilayered temporal
structures”にて解説された「可変拍表記上でリズムの
構造的理解」を行う為の「打点の取りかたについて」の
説明を示す。
この図で示されているように、共通の拍の関係性か

ら自分の拍のテンポを生み出し、また「可変拍表記」を
時間軸上で読譜することが可能になる。
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図 4: Etude #3 [A][B]パート

図 5: ”Etude #1” ”Etude #2”リズムモチーフ図

図 6: 6の可変拍表記の例
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図 7: ”Etude #3”リズムモチーフ図

図 8: ”Etude #2”「打点の取りかたについて」
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3. 作品 ”MUSIC FOR MULTILAYERED
TEMPORAL STRUCTURES”について

この作品は先に述べた「多層時間構造による音楽」
の手法を用いられて作曲された「エチュード」とその
楽曲を演奏するにあたっての「指示書」の二つが主な
内容となっている。ここでの楽曲は所謂「リードシー
ト」の形式で記述されている。図 9に”The Realbook 5th
Eddition”に含まれる”All the things you are”という楽
曲の楽譜を示す。
このようなリードシートは「調整」「拍子」「メロ

ディー」「コード進行」といった楽曲の構造を示した
メタ記述としての楽譜であり、The Realbookなど広く
ジャズやポピュラー音楽の中で活用されている音楽の
記述形式の一つだ。そこで本作品では、リードシート
をポピュラー音楽として作品を成立させる為の手法と
して採用した。またリードシートを採用し、ポピュラー
音楽の基本的なフォーマットである楽器編成での再現
可能性を問うことで、リードシートが持つ歴史的背景
から今後の音楽の身体性を考えるアプローチに有効で
あると考えた。作品のコンセプトについては作品中に
記述してあるのでここでは割愛する。

3.1. 作品構成

この作品は下記の内容で構成されている。

1. 作品コンセンプトの説明

2. 「多層時間構造による音楽」の説明

3. ”Etude #1”演奏指示書

4. ”Etude #1”リードシート

5. ”Etude #2”演奏指示書

6. ”Etude #2”リードシート

7. ”Etude #3”演奏指示書

8. ”Etude #3”リードシート

これは、演奏者が各指示書を読んだ上で「多層時間
構造による音楽」のアンサンブルを習得する、という
目的に立ち書かれている。各エチュードは具体的な習
得目的を定めた上で作曲されており、段階的に演奏者
の習得を促すよう工夫されている。

3.2. 各エチュードの作曲上の意図と、各エチュードの
関係について

”Etude #1” ”Etude #2”共に「4拍 4拍子」「5拍 4拍
子」の 2層になっている。”Etude #1”ではメロディが

図 9: ”All the things you are”リードシート

「4拍 4拍子」、ベースが「5拍 4拍子」を演奏する。ド
ラムに対しては両拍子の打点の特徴を明示的に示す意
図でリズムパターンが組まれている。従ってメロディ
を弾く奏者は 4ドラマーの示す「4拍 4拍子」から自ら
のパルスを生みだすことが出来、ベースパートを弾く
奏者も同じように「5拍 5拍子」をドラマーから感じて
パルスを生みだすことが出来る。ただし、ベースパー
トの「5拍 4拍子」は意図的に頭拍を抜いている為、空
白部分のパルスをより的確に感じる必要がある。この
エチュードの目的は「基礎的な多層時間構造による音
楽の習得」としてるため、このような工夫が行なわれ
ている。またDドリアンでの 1モード楽曲になってい
るため、ハーモニックリズムを感じ難い作りになって
いることも先の目的に併せた意図されたものだ。図 10
に ”Etude #1”のリードシートを示す。

”Etude #2”は、”Etude #1”に比較してコード進行が
行われ、ハーモニックリズムを感じやすくまた楽曲の
形式も AABAという良く見られる形式になっている。
ただし Bパートでは、メロディーとベースがお互いの
拍子の乗り換えを行う。またドラムによるリズムの明
示も薄くなっており、先に示した図 8にあるようにお
互いの構造的理解によって各拍子のパルスを生みだす
必要がある。この楽曲では「多層時間構造による音楽
の応用とリズムの乗り換え」を習得するという目的が
設定されており、その意図で作曲が行われている。図
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図 10: ”Etude #1”リードシート

11に ”Etude #2”のリードシートを示す。

”Etude #3”は ”Etude #1” ”Etude #2”からさらに音楽
的違いを出し、難易度を上げる為に、「3拍 4拍子」「4
拍 4 拍子」「5 拍 4 拍子」の 3 層で作曲が行われてい
ることが大きな特徴だ。またこの楽曲では ”Etude #1”
”Etude #2”で見られたような、ドラムによる各拍子の
補助を行っていない。従って ”Etude #2”での図 8で示
したのと同様に、各奏者は自分のパルスを楽曲から構
造的理解をし、演奏を行う必要がある。また、この楽
曲ではコード進行も周りこみを行なっており「多層時
間構造による音楽が持つ多調性の可能性」を示してい
る。図 12に ”Etude #3”のリードシートを示す。

上記の各エチュードの関係を纏めると以下の図 13
のように、1から 3に向って段階的に難易度が上がる
設計になっている。

図 13: 各エチュードの関係

また楽曲は Apple Logic Pro Xで制作され、シミュ
レーション音源を制作した。各音源については以下の
URLで聴くことが出来る。

1. ”Etude #1” https://goo.gl/Bv1odQ

2. ”Etude #2” https://goo.gl/49g16U

3. ”Etude #3” https://goo.gl/mzgDqu
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図 11: ”Etude #2”リードシート

4. 身体化の可能性

ここまで述べた作品 ”Music for multilayered temporal
structures”の実演可能性の検証をするため、”Etude #1”
”Etude #2”を対象に実際のジャズミュージシャンによ
る実演をレコーディングし映像記録を行った。
演奏に参加したミュージシャンは、ドラマーに吉島

智仁氏、ベーシストに川本悠自氏、ピアノ奏者に金子
将昭の 3名による所謂「ピアノトリオ」編成での実演と
した。この実演にあたって、楽譜や楽器編成に「リー
ドシート」「ピアノトリオ」といった既存のフォーマッ
トを使うことは、この「多層時間構造による音楽」を単
なるシステムや実験的なアプローチではない「ポピュ
ラー音楽としての新しい音楽」を問うことに繋ると考
えたからだ。
実演にあたっては以下のスケジュールで行った。

1. ミュージシャン決定後、シミュレーション音源の
配布、資料の配布を行う

2. 10/22(日曜)に第一回リハーサルを行う (ドラム、
ベースのみ)

3. 10/29(日曜)にピアノも加わっての第二回リハー
サルを行う

4. 第二回リハーサルでベーシストとピアノ奏者か
らリクエストがあり、シミュレーション音源の
Apple Logic Pro Xのデータも配布

5. 11/10(金曜)にレコーディングと撮影を行う

レコーディングと撮影は所謂「レコーディングス
タジオ」で、奏者は各ブースに分れてヘッドフォンで
互いの演奏を聴きながらの演奏となった。またレコー
ディングに際してはクリックの類は一切使っていない。
この映像記録は筆者の youtubeアカウント上で映像記
録 ”Music for multilayered temporal structures”(大和
2017d)として公開されている。

4.1. リハーサルについての考察

先に示した通りリハーサルは 2回行なった。回数と
参加者については演奏者のスケジュールの都合となっ
ている。まず第一回のリハーサルでは、ドラム奏者、
ベース奏者とのリハーサルになった。事前に音源と資
料配布はしていたが当日まで演奏者は特にリハーサル
にあたっての練習をしている訳ではない状態であった
ので、まず作品 (冊子)の音読を行い譜面の解説を行っ
た。当時の資料には「多層時間構造による音楽」の解説
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図 12: ”Etude #3”リードシート

部分と「可変拍表記」の解説部分は含まれていなかっ
た為、筆者による解説が必要だった。ただしリハーサ
ル自体については作品コンセプトに照しあわせ「実際
はこのリハーサルには筆者は存在しない」という設定
だという説明をした上で演奏者の自主性を重要視し、
可能な限り観察に務めることにした。これは第二回リ
ハーサルでも同じように行った。
リハーサルの初期段階では、ベース奏者、ドラム奏

者共に「固定拍表記」的な考えかたで進めようとした
が、上手くいかなかった。これは「5拍 4連が彼等が
普段演奏するような音楽には出てこないこと」「5拍 4
連で考えたときに連符が 4/4拍子から見たときに小節
線を跨ぐこと」「5拍 4連の頭拍が休符になっている」
ことなどを理由として挙げていた。なので、先の図 8
にあるような楽曲の構造とリズムの取りかた実演して
見せることで理解を促すことができた。このリハーサ
ルではベーシストは最後まで頭拍を抜くことは出来ず、
練習として 5拍 4連のすべての拍を弾く練習から始め
ていた。ドラマーは複数の拍の理解を行う為にまず 5
拍の 2分割を基準に習得を進めていた。リハーサル後
半で ”Etude #2”に移ったときにはスムーズに移行する
ことが出来、奏者から ”Etude #1”の有効性を感じる旨
の発言を見てとることが出来た。
次に第二回目のリハーサルでは、ピアノ奏者が加わ

り実際のレコーディングに向けたリハーサルとなった。

このリハーサルでは、ピアノ奏者も始めは「固定拍表
記」的な取りかたになっていたが、同じように 5拍 4連
を演奏することが困難であり ”Etude #1”よりも ”Etude
#2”に難易度を感じていた。また、前回と同じく筆者
はなるべく観察務める立場であることを伝えた上でリ
ハーサルを進行したが、演奏者が演奏の難易度を下げる
為に楽曲の構造的な変更を行った場合にはそれを指摘
し、許可しなかった。例を挙げると ”Etude #1”がDド
リアンのワンモードで作られている為、曲のリハーサル
記号の Bの位置が解り難い為 ”So What”(Davis 1959)
を例に出し、半音上に変更したい旨申告されたが許可
しなかった。実際に一度試してみたところ、それを行
うことで楽曲全体の構造は解りやすくなるが、”Etude
#1”の目的が「多層時間構造の構造的理解」なのでミ
ニマルな形で行う旨伝えた。またこの日はソロを取る
ところで 4分音符より細かい演奏が殆ど見られなかっ
た。これは ”Etude #2”でのピアノ奏者が 5拍 4連を固
定拍表記的に理解しようとしてるとこから 1拍を 4拍
4拍子の 8分音符 5つで換算してる為、5拍 4拍子の 1
拍を割ることが出来なかったことに起因していると考
えられる。

4.2. レコーディングと記録映像についての考察

二回のリハーサルを通じてそれぞれ課題を見付ける
ことができた。先にも示したとおりベース奏者、ピア
ノ奏者は各々が練習を行ってレコーディングに望んで
いる。”Etude #1”は比較的スムーズに進行したが、テ
イクの後半になると演奏が完奏出来なくなっていった。
これは通常の楽曲より各自がリズムをキープする負荷
が高い為、といった類の発言が見てとれた。”Etude #2”
は、ピアノ奏者が「ベースの打点とドラムの打点がピ
アノの 1、3拍を必ず示している」ということに自ら気
付く様子が見てとれた。ただ、ピアノソロに関しては
4分音符より細かい音符の使用頻度が少なく、指摘した
ところ演奏が困難であるという発言をしていた。ベー
ス奏者は”Etude #2”の Bパートでのリズムの乗り換え
を Bパートの直前のテーマの拍から切っ掛けにして乗
り換えていた。特にソロに関してはその部分を上手く
活用していることが見てとれる。
映像全体を通じて、それぞれが違う拍子を生みだし

て弾いていることがピアノ奏者、ベース奏者の身体の動
きや頭の動きなどから見てとれることが出来る。また
「レコーディング中 (演奏中)はどういう音楽になってい
るのかわからない」が、実際のプレイバックでは「ポッ
プに聞こえる」という発言や「譜面化された”Bitches
Brew”(Davis 1970)のようだが、譜面でこれを再現しよ
うという試みは類例を知らない」という発言があった。
レコーディングに関してはドラマーのドラムパター

ンなど幾つかの工夫や演奏上の構成の工夫 (”Etude #1”
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でのソロからテーマに戻る為の interlude的展開など)
はあったが、楽譜全体の構造の変更を伴うものではな
く、あくまでジャズミュージシャンが実演にあたって
の現場での工夫という程度に留まりつつ楽曲の持つ構
造を再現することが出来たと考える。これらリハーサ
ル、レコーディングを通じて「多層時間構造による音
楽」の演奏可能性は証明することが出来た。

5. 考察

5.1. 多層時間構造による音楽の可能性とこれからの
展開

1.1でも述べたように、この研究は「ポピュラー音
楽」の今後の発展をその研究の目的とし、リズムに着
目した研究だ。今回考案した「多層時間構造による音
楽」の手法は、現状の結果からは次のように言うことが
出来る。まず「超絶技巧を持たずとも構造的理解によ
る演奏が可能であること」、次に「このような手法でア
ンサンブル上難曲でありながらもポピュラー音楽のコ
ンテキストの延長線上の音楽を生みだせること」、最後
に「制作や理解に記譜や制作環境などの整備が必要で
あること」である。今回の演奏者はプロとしてのキャ
リアを持っているが、このような音楽を専門的に弾く
活動を日常的にしているわけではない。が、今回はメ
タ構造としてのリードシートとその指示書、また構造
理解を促すファシリテーションを通じて自らの理解で
演奏を可能にした。また著者は本論文で述べた「多層
時間構造による音楽」という手法を用いて ”Etude #2”
のような通常のフォームの楽曲や、”Etude #1”のよう
なジャズのコンテキスト上の楽曲を作曲することに成
功している。ただし、これらの楽曲制作をする環境が
整っているか、というと現在のコンピューター上の記
譜環境では筆者の調べた限り Lilypondのみが「可変拍
表記の記譜」を正しく構造化した上で表記することが
可能であり、またシミュレーション音源の制作につい
ては、マルチ BPMやマルチ拍子といった手法を「通
常の DTMの制作手法」としての環境を見付けること
が出来なかった。
今後の展望としてはこのような構造を持った楽曲か

らリズムの可能性を探っていくと共に、今回の演奏者
や他ジャンルの演奏者へのインタビュー調査を行いリ
ズム認知についての深い考察を行いたい。楽曲制作に
ついては、制作環境の整備やここから得られるリズム
認知や楽曲の構造的理解を発展させ、和声的な展開、
またアルゴリズム化や AIなどを持ちいたコンピュー
ターの理解との共創や、そのような環境を「演奏者と
して迎える」などが考えられる。また「多層時間構造」
というコンセプトの身体化の可能性としてはダンスな
どの身体表現との関係を「ダンスその BGM」といった
主従関係ではなく、共に「音楽の視聴体験を作る奏者」

としての関係を作りだすことや、映像作品などの他の
タイムライン芸術との関係に於いても同様に「身体感
覚に於ける新しい視聴体験」を生みだす可能性がある
と考えている。
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